
発 起 人

平沼 赳夫（ひらぬま たけお）
昭和 14 年（1939）8 月 3 日生、東京都出身。慶應義塾大学法学部卒業。日東紡績勤務などを経て中川一郎の秘
書となる。昭和 55 年（1980）、3度目の挑戦で 旧・岡山 1区より初当選。大蔵政務次官、衆議院大蔵委員長、
農林水産委員長、運輸大臣、通商産業大臣、経済産業大臣を歴任。平成 17 年（2005）、郵政民営化問題で無所
属となる。北朝鮮拉致救出議員連盟会長、日本会議国会議員懇談会会長なども務める。当選 10 回。岡山 3区。

石原慎太郎（いしはら　しんたろう）
昭和 7 年（1932）9 月 30 日生、兵庫県出身。一橋大学法学部卒業。大学在学中『太陽の季節』で芥川賞受賞。
昭和 43 年（1968）、参議院全国区で当選。昭和 47 年（1972）、衆議院議員に転じ、連続 8 回当選。環境庁長官、
運輸大臣などを歴任。平成 7年（1995）、議員辞職。平成 11 年（1999）、東京都知事。現在 3期目。

藤井 孝男（ふじい たかお）
昭和 18 年（1943）3 月 14 日生、岐阜県出身。成城大学経済学部卒業。アラビア石油勤務を経て、父･藤井丙午
の秘書となる。昭和 56 年（1981）、参議院議員に初当選し、連続 3 期。平成 5 年（1993）、衆議院に鞍替えし連
続4期当選。運輸大臣、衆議院議院運営委員長、予算委員長を歴任。平成19年、参議院議員当選。岐阜県選挙区。

与謝野 馨（よさの かおる）
昭和 13 年（1938）8 月 22 日生、東京都出身。東京大学法学部卒業。日本原子力発電勤務を経て、中曽根康弘
の秘書となる。昭和 51 年（1976）、初当選。通商産業政務次官、衆議院議院運営委員会委員長、文部大臣、通
商産業大臣、自由民主党政務調査会長を歴任。2007 年、安倍内閣で内閣官房長官（拉致問題担当大臣兼任）。
その後も経済財政政策･規制改革担当大臣、経済財政政策担当大臣、財務・金融・経済財政政策担当大臣を歴
任。当選 10 回。比例東京ブロック。

中川 義雄（なかがわ よしお）
昭和13年（1938）3月14日生、北海道出身。神奈川大学中退。広尾町役場を経て、北海道庁に勤務。昭和54年（1979）、
北海道議会議員に初当選。連続5期。平成6年（1995）、北海道議会議長。平成10年（1998）、参議院議員に当選し、
連続 2期。法務大臣政務官、内閣府副大臣を歴任。北海道選挙区。

園田 博之（そのだ ひろゆき）
昭和 17 年（1942）2 月 19 日生、熊本県出身。日本大学経済学部卒業。会社員を経て、父・園田直の秘書となる。
昭和 59 年（1984）、衆議院議員に初当選。平成 5 年（1993）、新党さきがけの結党に参画。平成 6 年（1994）、村
山内閣で内閣官房副長官。以降、衆議院法務委員長、自由民主党政調会長代理、幹事長代理を歴任。当選 8回。
熊本 4区。
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わが党は、誇りある日本の文化と伝統、豊かな自然に育まれた国
土と環境、国民の生命・財産を守り、国際社会の一員としての責
任を果たすため、自主憲法制定を目指す。

わが党は、国・地方が直面する財政危機を突破するため、あらゆ
る政策を総動員し、持続可能で透明性の高い信頼される行政の実
現を目指す。

わが党は、安心社会の実現のために財源に裏打ちされた持続可能
な社会保障制度と経済成長力強化と雇用の創造を目指す。

わが党は、経済と国民生活の基盤である、食料・水・エネルギー
資源の確保に向け総合的な資源戦略を確立する。

わが党は、地球環境の保全、自然との共生に根ざした成長という
21世紀の課題に正面から取り組み、世界最先端の環境型先進国家
を目指す。

わが党は、一人ひとりの国民が国際社会で通用する道徳観と教養
を身につけ、希望を持って働き、国や地域や家族を愛し、豊かな
人生を得るための教育の振興を目指す。

わが党は、失われた政治への信頼を取り戻すために、「選挙のた
めの政治」を峻拒し、政治生命をかけて政策の実現を目指す。
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結党趣旨

「いま、日本があぶない」　

民主党の不甲斐ない政権運営と選挙至上の内向き姿勢に国民は大きく失望している。
自民党も過去のしがらみと訣別できず、民主党批判の受け皿となりきれていない。

世界が激動する中で、我が国だけが緊張感のない政権運営を続ければ、財政逼迫、競争力喪失、
雇用悪化、国際地位低下などの複合危機により急激に没落していく。

第一の使命：「打倒民主党」

「凛とした安心社会へ」　
第二の使命：「日本復活」

「数より覚悟の政党」　

・旧来型政党のように数を頼むことなく、政策実現のために名利を捨てて闘う覚悟をもった同志を募る。
・次世代への責任を果たすために決起する。過去のしがらみから脱した政治を若い世代に引き継ぎ、
  次世代の活躍の場を創ることが我々の責任である。
・参議院選挙後に、超党派の「政策連携」の起点となり、政策を軸とする再編、世代交代の機運を創っていく。

第三の使命：「政界再編」
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独裁的な民主党が両院で過半数をとれば、外国人参政権や夫婦別姓をはじめ国民生活の根幹をお
かしくする政策が密室で決められていってしまう。

先行きの不透明さゆえの悲観的な気分が拡がる。だが、今は、行動の時である。情緒的に「命を
守りたい」と演説してまわっても危機は突破できない。

戦後の瓦礫や多くの危機を克服したのは、難局に立ち向かう国民の知恵と勇気だった。今こそ、
政治は、国民の力を引き出すために行動しなければならない。

「政策を軸とする政界再編」と「国政全体での世代交代」を同時に進め、国民の負託に耐える体制
を早急に作り上げなければならない。

「たちあがれ日本」は、政界再編と世代交代の両面で「橋渡し」の役目を果たしたい。

我々が、目指すのは「強靱な経済」と「安心な社会」を両輪とする日本の復活である。豊かで力
強く、助け合いにあふれ、日本の良き伝統文化を守る安心社会　―「凛とした安心社会」を我々
は目指していく。

我々は、政治の流れを変えるための「捨て石」となる決意をもって「打倒民主党」、「参議院与党
過半数阻止」のために立ち上がった。


